書評 「秀吉を襲った大地震 地震考古学で戦国史を読む」寒川旭著 by 三ケ田, 均 & 亀井, 志織
Title書評 「秀吉を襲った大地震 地震考古学で戦国史を読む」寒川旭著
Author(s)三ケ田, 均; 亀井, 志織






















1’JUI祈J；・ 504,2010イ｜半凡社発fl，令：277へージ； ISBN 














































































物日l!J~rn 首~ 64 ｛さ江l2 ~； (2011) 167 
出世iM 京；［＇，＇：に f1't:Wi：寸る長 iJI；で、地 ii~J・ りにより 1f il'やl古川城
が壊滅f内な被害を叉けたことが7、｜｜られているのこの小
牧・長久下の戦いの約 l{JC半後に発ノ｜：したノ（1U也漢は，
尚也iMJ周辺よりも現在の＇，，；；； 1IM, 1岐阜ーリI＼＇愛知県， 1重
県での被’占が大きい。 i也長時の地滑り（；（：：・石なだれつ）
では，内ヶ1山氏ー族はl'l没した帰芸城と命運をf)I.;にした。































る。 ;j~fl'i：には記載がないが，慶長伏見地漢は 9J 11 Iの
慶長｛）I・ [' l也袋，別府間にあった瓜ノ｜同が地震1.'Jに海q1に
水没したという IN、伝えのある 9)-1411大分地漢という
1[央情造線（MTL）れいのl也世間近)J＼こr:JIきがしき 9J 5 1
に資ノ｜したり l甘しくふ，償を以くした涙 r'1'r~fJリJ:Iψ＇.dliJ 11 




桁月 111 より標高の，•，＇：jl、木幡｜｜｜にぷγを置く， J行J1 1を忠






































UJ似しゃm1 ヶ JJ;(u 〕 ij決いの後に 1c ノ｜ーしたけii旬卜ラフのj也I~~
168 物J'i!朕ft ;:rl 64 ｛主司l2り(2011) 
と考えられる慶長地震や，その沖波災’占：に触れる部分等， 断ヨできる。天｝｜〈地震，慶長伏見地震やrli毎卜ラフの民
寒川氏の事i'「地震の｜｜本史J（寒川， 2007)l1iJ被に， 大地震である慶長地震 日i[QJの束北太平洋沖地震とも考
H木に性きる人聞が地震と共生する必要性を訴えている えられる貞観地震の記録は地ドに残っているのである。






戦国史は，上司・部下の関係，人間関係，戦略，毘， 語るのか」，物理探査， 61(3), 275-276.Nur, A. and 
運不運なと現代社会生活に通じる側面を多く感じさせ Burgess, D. (2008): Apocalypse: earthquakes, 
ることが多い。 lやでも，繊同・豊臣・徳川による戦国時 arch aθology, and the wrath of God, Cambridge 
代の混乱の収恰に寄与した武将の活躍には，躍動］感があ University Press, 309pp. 
り，約 60年前のテレビ放送禁明期から多くのテレビ・ 寒川 旭（2007): 「地震の円本史一一ー大地は何を語
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